
友　　　　　　　　情（１）

ＮＴＴ退職者の会岐阜 検索
ＮＴＴ労組退職者の会岐阜県支部協議会の

ＨＰ（ホームページ）を開設しました。 皆さんの身近な情報を掲載したいと思います。

発行責任者
武　田　康　郎
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事
前
に
書
面
に
よ
り
審

議
頂
い
た
２
０
２
０
年
度

活
動
報
告
、２
０
２
１
年

度
活
動
方
針
、２
０
２
０

年
度
会
計
報
告
、監
査
報

告
お
よ
び
２
０
２
１
年
度

予
算
な
ど
が
提
案
ど
お
り

承
認・決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
〝
団
塊
の
世

代
〞
も
終
焉
を
迎
え
た
こ

と
も
あ
り
、
退
職
者
数
も

減
少
し
て
お
り
、
会
員
数

は
前
年
度
よ
り
31
名
減
少

し
て
２
，
６
２
５
名
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
」
施
策

で
は
、
３
３
０
名
（
古
希

１
３
８
名
、
喜
寿
１
５
５

名
、
米
寿
37
名
）
の
会
員
に

ギ
フ
ト
券
が
贈
ら
れ
、
支
部

協
独
自
施
策
の
〝
傘
寿
の
お

祝
い
〞
は
、
86
名
の
方
に
各

地
区
役
員
か
ら
お
祝
い
金
を

渡
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

福
祉
施
策
の
充
実
と
し

て
、〝
１
０
０
歳（
百
寿
）の
お

祝
い
〞及
び〝
90
歳
以
上
の
会

費
免
除
〞の
制
度
を
新
設
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
役
員
の
交
代
は
無

く
、
再
任
と
し
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
役
員
表
彰
に
つ
い
て
は
、

永
年
表
彰
14
名
、
退
任
感
謝

８
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

★
永
年
勤
続
表
彰

 《
10
年
表
彰
》

　
向
井　
繁
之
さ
ん（
岐
阜
）

 《
５
年
表
彰
》

　
桑
原　
　
丈
さ
ん（
岐
阜
）

　
石
坂　
尚
子
さ
ん（
岐
阜
）

　
今
井　
京
子
さ
ん（
岐
阜
）

　
上
田　
豊
司
さ
ん（
岐
阜
）

　
松
原　
　
聰
さ
ん（
岐
阜
）

　
村
瀬　
純
子
さ
ん（
岐
阜
）

　
大
岡　
晴
一
さ
ん（
西
濃
）

　
大
野　
晋
司
さ
ん（
中
濃
）

　
梨
本
あ
つ
子
さ
ん（
中
濃
）

　
倉
科　
紘
久
さ
ん（
東
濃
）

　
島
崎　
鉱
次
さ
ん（
東
濃
）

　
大
沼
な
な
み
さ
ん（
飛
騨
）

　
山
下
多
津
子
さ
ん（
飛
騨
）

★
退
任
感
謝

　
堀　
　
　
弘
さ
ん（
岐
阜
）

　
村
瀬　
邦
彦
さ
ん（
岐
阜
）

　
佐
藤　
幸
雄
さ
ん（
岐
阜
）

　
浅
野　
皖
司
さ
ん（
岐
阜
）

　
中
村　
高
司
さ
ん（
岐
阜
）

　
島
田　
昭
彦
さ
ん（
中
濃
）

　
小
栗　
捷
洋
さ
ん（
東
濃
）

　
今
井　
勝
広
さ
ん（
飛
騨
）

2021年10月31日（日）投開票で
情報労連岐阜県協議会が支持し
た候補者は、残念ながら全員が
当選できませんでした。
皆さんのご協力に感謝申し上げ
ます。ありがとうございました。

衆議院選挙のお礼
新型コロナウイルスの感染が依然
として収まらず、団体のバス旅行
では「宴会」も「バス内での飲
食」も制限されているため、苦渋
の決断として残念ながら今回のバ
ス旅行を中止します。

　
地
区
協
議
会
の
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
拡
大
の
影
響

で
、
各
地
区
の
役
員
を
中

心
に
縮
小
し
て
開
催
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
２
０
２
０

年
に
逝
去
さ
れ
た
会
員
に

黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、

２
０
２
０
年
度
活
動
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計
監

査
報
告
お
よ
び
２
０
２
１

年
度
活
動
方
針
、
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
承

認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
に
つ
い
て
は
、
幹

事
・
会
計
監
査
に
交
替
が

あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
が

信
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
岐
阜
】

10
月
20
日
（
水
）

ホ
テ
ル
パ
ー
ク

35
名

【
西
濃
】

10
月
18
日
（
月
）

大
垣
市
北
地
区
セ
ン
タ
ー

14
名

【
中
濃
】

10
月
23
日
（
土
）

緑
風
荘

19
名

【
東
濃
】

10
月
27
日
（
水
）

瑞
浪
市
文
化
セ
ン
タ
ー　

18
名

【
飛
騨
】

10
月
22
日
（
金
）

ひ
だ
地
場
産
ビ
ル

18
名

皆
さ
ま
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で

穏
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
私
た
ち
は
、
こ
の
二

年
間
あ
ま
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
悩
ま
さ
れ

続
け
て
来
ま
し
た
。
日
々
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
常
に
コ
ロ

ナ
の
こ
と
を
意
識
せ
ざ
る
を

得
な
い
た
め
、
生
活
の
中
に

か
な
り
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

原
稿
を
書
い
て
い
る
12
月
13

日
の
時
点
で
は
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
と
い
う
新
た
な
ウ
イ
ル

ス
の
到
来
と
い
う
こ
と
で
、

ま
た
ま
た
世
間
が
騒
が
し
く

な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
「
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
は
感
染
力
は
強

い
が
重
症
化
の
リ
ス
ク
は
少

な
い
」
な
ど
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
に
一
喜
一
憂
。
こ

ん
な
状
態
が
一
体
い
つ
ま
で

続
く
の
で
し
ょ
う
か
、
早
く

何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
の
秋
に
行
わ
れ

ま
し
た
第
49
回
衆
議
院
選
挙

で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
大

変
な
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し

た
。
当
初
は
11
月
を
予
測
し

て
い
ま
し
た
が
、
菅
前
総
理

の
突
然
の
辞
任
に
よ
り
事
態

が
急
展
開
、
10
月
31
日
投
開

票
で
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
急
な
取
り
組
み
で
し
た

が
、
県
下
各
地
に
お
い
て
多

く
の
ご
協
力
を
頂
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
選
挙
の
結
果
は
皆
様
ご
承

知
の
通
り
、
与
党
を
過
半
数

割
れ
に
追
い
込
む
こ
と
が
出

来
ず
、
極
め
て
残
念
な
結
果

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
岐
阜
県
に
限
っ
て
見
れ

ば
、
4
区
・
5
区
で
か
な
り

善
戦
は
し
た
も
の
の
、
全
て

の
選
挙
区
に
お
い
て
敗
れ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。　

　

岐
阜
県
に
と
り
ま
し
て

は
、
戦
後
初
め
て
衆
参
を
通

じ
て
野
党
系
の
国
会
議
員
が

一
人
も
存
在
し
な
い
と
い

う
、
大
変
深
刻
な
事
態
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

選
挙
が
闘
い
で
あ
る
以

上
、
勝
ち
負
け
は
必
ず
つ
い

て
回
り
ま
す
。
問
題
は
そ
の

後
で
す
。
勝
っ
て
学
ぶ
こ
と

も
あ
れ
ば
、
負
け
て
学
ぶ
こ

と
も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま

す
。
立
憲
民
主
党
の
枝
野
幸

男
氏
は
選
挙
の
結
果
を
踏
ま

え
代
表
を
辞
任
、
直
ち
に
代

表
選
挙
が
行
わ
れ
た
結
果

「
泉
健
太
」
氏
（
47
歳
）
が

新
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

孫
と
同
じ
名
前
な
の
で
親
近

感
を
感
じ
ま
す
が
、
問
題
は

そ
の
手
腕
で
す
。
立
憲
民
主

党
に
対
す
る
支
持
率
の
低
さ

は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
政
府
に
対

す
る
批
判
ば
か
り
し
て
い

る
」
と
い
う
よ
う
な
見
方
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
も

野
党
の
重
要
な
役
目
。
問
題

は
そ
の
先
に
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
「
こ
の
問
題
、
我

が
党
は
こ
う
し
ま
す
！
」
と

い
っ
た
政
策
に
つ
い
て
の
明

確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
国

民
・
有
権
者
に
届
い
て
い
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。　

　
泉
新
代
表
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
立
憲
民
主
党
の
イ
メ
ー

ジ
を
一
新
す
る
よ
う
な
、
抜

本
的
な
党
改
革
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
7
月
に
は

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
、
組
織
内
候
補
「
石

橋
み
ち
ひ
ろ
」
の
三
期
目
を

目
指
す
闘
い
が
待
ち
構
え
て

い
ま
す
。
今
年
の
干
支
は

「
壬
寅
（
み
ず
の
え
と

ら
）
」
。
「
壬
寅
」
は
厳
し

い
冬
を
越
え
て
芽
吹
き
始

め
、
新
し
い
成
長
の
礎
に
な

る
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
の

こ
と
。
是
非
そ
う
あ
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

　2021年12月23日、今夏の参
議院選挙の必勝に向け、岐阜地
区の皆さんに熱い言葉で三期目
の決意表明がありました。
　皆さんの応援をよろしくお願
いします。

今
年
こ
そ
は

　
　
「
新
し
い
成
長
の
礎
」
の
年
に
！

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
岐
阜
県
支
部
協
議
会　
　

会
長
　
武
　
田
　
康
　
郎

各
地
区
協
議
会
総
会
模
様

第42回バス旅行　中止のお知らせ 石橋みちひろ 岐阜で国政報告会開催

支
部
協
表
彰

　NTT労組退職者の会「第23回岐阜県支部協
議会総会」は、昨年度に引き続き新型コロナウイ
ルスの感染症拡大の影響で止む無く「書面開
催」としました。

「
安
心・信
頼・生
き
甲
斐
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
21
世
紀
、み
ん
な
と
共
に
」

「
安
心・信
頼・生
き
甲
斐
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
21
世
紀
、み
ん
な
と
共
に
」
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香
田　
優
文　
大
岡　
晴
一

　
　
　
安
藤　
隆
秀　
金
森
万
亀
雄

【
中
濃
】細
野
よ
し
子　
長
谷
川
美
枝
子

　
　
　
山
田　
幸
子　
川
島　
　
邦

　
　
　
佐
藤　
　
顕　
清
水　
信
彦

　
　
　
中
田　
清
子　
廣
木　
瑞
代

【
東
濃
】安
藤
き
み
よ　
安
藤　
清
三

　
　
　
加
藤　
桂
市　
佐
々
木　
武

　
　
　
渡
邊　
勝
子　
後
藤
冨
美
子

　
　
　
田
口　
隆
子

【
飛
騨
】柳
原　
俊
孝　
今
井　
敏
行

　
　
　
森
本　
淳
子　
古
川　
政
枝

【
岐
阜
】井
川　
建
二　
福
永　
　
満

　
　
　
川
出　
幸
弘　
加
藤　
　
亨

　
　
　
高
橋　
俊
郎　
櫻
田
佐
智
子

　
　
　
馬
渕　
利
彦　
水
野　
由
美

　
　
　
大
野
幸
喜
司

【
西
濃
】河
野　
　
勉　
中
山
千
太
郎

　
　
　
林　
　
菊
代　
窪
田
三
千
代

　
　
　
葛
山　
　
守　
田
中　
和
一

【
中
濃
】三
宅　
守
男　
和
田
佳
代
子

　
　
　
宮
原
信
一
郎　
普
山
田　
茂

　
　
　
田
中　
秋
子　
長
谷
川
忠
弘

【
東
濃
】横
山
久
美
子　
井
口　
昌
行

　
　
　
田
中　
暢
丸　
横
家　
尚
美

【
飛
騨
】木
下　
京
子

米
　
寿（
88
歳
）

【
岐
阜
】村
木
喜
代
子　
奥
村　
敬
子

【
中
濃
】平
岡　
辰
子　
藤
川
あ
さ
子

【
東
濃
】杉
山
美
好
子　
村
上　
清
子

　
　
　
水
野　
隆
文　
冨
田　
芳
子

【
飛
騨
】岡
田　
孝
雄

【
岐
阜
】村
瀬　
邦
彦　
堀　
　
　
弘

　
　
　
内
藤　
秀
子　
吉
田　
鈴
子

　
　
　
武
市　
綾
子　
平
井　
玲
子

　
　
　
平
光　
　
毅　
大
鹿　
碩
正

　
　
　
辻　
　
秀
夫　
並
河　
恭
子

【
西
濃
】野
原　
　
勇　
森
田　
　
勇

　
　
　
伊
藤　
英
男　
　
　
　

【
中
濃
】平
田　
昭
義　
陶
山　
忠
司

　
　
　
日
江　
洋
二　
村
田
伎
余
子

【
東
濃
】成
木　
延
幸

【
飛
騨
】古
橋　
芳
郎　
古
滝　
文
子

【
岐
阜
】舩
渡　
祐
子　
千
葉　
嘉
保

　
　
　
下
野　
洋
子　
不
破　
秋
夫

　
　
　
栗
本　
厚
子

【
西
濃
】今
西　
　
勇　
服
部　
幸
子

　
　
　
鳥
本
世
津
子　
古
市　
　
勝

　
　
　
河
合　
博
子　
村
瀬
美
代
子

傘
　
寿（
80
歳
）

喜
　
寿（
77
歳
）

古
　
希（
70
歳
）

賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
２
０
２
１
年
10
月
〜
12
月
）（
敬
称
略
）

【
岐
阜
】小
川　
孝
男　
浅
野　
幸
子

　
　
　
山
内　
誠
一　
伊
藤
さ
か
ゑ

　
　
　
西
畑　
正
芳　
佐
野　
敏
光

　
　
　
藤
井
伊
佐
夫　
藤
垣　
源
一

　
　
　
櫻
井　
　
修　
加
納
ふ
さ
ゑ

【
中
濃
】朝
日　
佳
子

【
西
濃
】志
村　
栄
子　
谷　
　
　
愛

【
中
濃
】辻　
　
　
桂　
山
田　
芳
弘

【
東
濃
】山
本　
常
敏　
萱
橋　
洋
子

【
飛
騨
】小
瀬　
真
一　
中
田
奈
々
子

　
　
　
平
野　
龍
平

　

今
回
の
１
０
８
号
か
ら
誌
面
を
一
新
し
、
誌
面
を
大
き
く

し
、
よ
り
身
近
な
話
題
を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
「
友
情
」
に
し
て
い
き

た
い
と
、
発
行
責
任
者
一
同
頑
張
り
ま
す
。

●
本
会
は
、
平
成

22
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

Ｐ
Ｒ
と
環
境
美
化

の
一
助
に
な
れ
ば

と
思
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
発

足
し
ま
し
た
。

　

会
員
数
は
25
名

で
、
毎
月
22
日
を

活
動
日
と
定
め
、

平
均
15
名
前
後
で
恵
那
市
街
を
中
心
に
不
燃
物
の
収
集
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、昨
年・今
年
と
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
が
猛

威
を
振
る
っ
た
た
め
、
止
む
無
く
休
止
と
致
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
５
月
〜
7
月
ま
で
は
不
燃
物
を
一
杯
収
集
し
焼

却
場
へ
運
び
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
・
話
し
を
一
度
聞
い
て
み
た
い
方
は
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
連
絡
先
：
0
5
7
３
ー
2
７
ー
3
3
5
6
（
市
川
昭
司
）
〉

●
か
り
ん
の
会
は
、
新
規
に
3

名
の
方
が
入
会
さ
れ
諸
先
輩
と

地
元
の
方
々
19
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

楊
名
時
健
康
太
極
拳
の
稽
古

は
他
の
人
と
競
い
合
う
こ
と
な

く
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
身
体
を

ゆ
っ
く
り
動
か
し
ま
す
。
毎
月

第
２
・
４
火
曜
日
の
午
後
に
岐

阜
市
市
橋
公
民
館
（
J
R
西
岐

阜
駅
徒
歩
3
分
）
で
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
ろ
穏
や
か
に
姿
勢

を
調
え
深
く
長
い
呼
吸
で
ゆ
っ

た
り
と
動
く
こ
と
に
よ
り
、
心

と
体
の
健
康
維
持
に
役
に
立
っ

て
い
る
よ
う
で
、
ど
な
た
に
も
手
軽
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。
無
料
体

験
が
1
〜
２
か
月
で
き
ま
す
。
入
会
は
会
費
が
千
円
／
月
で
入
会
金

は
不
要
で
す
。
稽
古
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
時
は
休
止

で
、
楽
し
み
な
懇
親
会
は
現
在
見
合
わ
せ
て
ま
す
。

〈
連
絡
先
：
0
9
０
ー
1
0
9
０
ー
4
0
3
8
（
小
塩
）
〉

　

毎
年
２
月
末
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
西
濃
地
区
余
技
作
品
展
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
が
見

通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
開

催
は
中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
〜
12
月
14
日
に
か
け
て
実
施
さ

れ
た
電
気
通
信
共
済
会「
社
員
選
挙
」は
、
12
月

17
日
開
票
結
果
が
発
表
さ
れ
、
岐
阜
県
支
部
協

議
会
か
ら
立
候
補
し
た
「
小
野
勉
」
さ
ん
は
見

事
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
会
員
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　始まりは、小学校５年生から近所のおじさんに習っ
た「将棋」。高校生になると「読書」にのめり込む。好
きなジャンルや作家も幅広く、今も購入しては読んで
いる。少し読むのが遅くなったけど・・・。
　「囲碁」は初段の腕前。職場などで対戦していた
が、今は囲碁ソフトと対戦中。
　「奮闘努力の会（フーテンの寅さんファンクラブ）」は、昭和63年の都
市管理部時代から参加し、ビデオや関連本が多く収集されている。「音
楽鑑賞」も幅広く、エンヤは全アルバムがある。「絵画」は油彩から透明
水彩か鉛筆画が中心で描かれ、壁などに展示している。

　運動もやらねばと、「山登り」に興じる。御嶽山を皮切りに名だたる山を制覇・・・。先輩
から誘われた「マレットゴルフ大会」で優勝。今も続いている。「歩こう会」は、会長となっ
て７年目。今はコロナの関係で活動について検討している。
　次から次に趣味は膨らむばかり「加藤さん曰く：趣味とは言えぬ徘徊？」
　そんな中でも今も積極的に続けているのが「短歌」。年間500～600首詠み、現代短
歌誌などに投稿し佳作や秀作に入選している。
　今後も仲間を増やして活動を続けていきたいと言われた。

　思い返してみれば意外に少ないものだったと語る加藤さん。
　最後に１首紹介「あれこれと突いてみたが身に着かず凡人哀れ
ひょんと死ぬるや」
　もし関心のある方がいれば、ご一報ください。ひと時でも語らい
の場を持てれば！〈連絡先：０５７２－５４－２００１（加藤桂市）〉

Ｎ
Ｔ
Ｔ
―
Ｏ
Ｂ
余
技
作
品
展
実
行
委
員
会

見
事
当
選
、
皆
様
に
感
謝
!!

電
気
通
信
共
済
会
「
社
員
選
挙
」

令
和
３
年
度
西
濃
地
区

余
技
作
品
展
中
止
の
お
知
ら
せ

会
員
動
静（
敬
称
略
）

新
入
会
員
ご
紹
介

（
２
０
２
1
年
10
月
〜
12
月
）

訃
　
　
報

（
２
０
２
1
年
9
月
〜
12
月
）

編
集
後
記

ＮＴＴ‐ＯＢ・OG
やまびこの会（恵那）

「かりんの会（太極拳）」
（岐阜）

&

各 地 で 活 躍 す る 人 物 探 訪
短歌・登山・将棋・寅さんなど多様な分野で人の輪を広げる人

土岐市で活動する「加藤 桂市さん」を紹介

2022年　年頭メッセージ
　ＮＴＴ労組退職者の会岐阜県支部協議会の皆様、
いつも温かいご支援を賜り、誠にありがとうござい
ます。
　2022年、新たな年を迎えました。
　昨年の衆院選は、多くのご支援にもかかわらず、
一強政治の打破、与野党伯仲の議会構成には届き
ませんでした。新たな体制で臨む通常国会では、
しっかり国民の皆様の意見を反映させる、生活者、
社会的に弱い立場の人々に寄りそった政治の実現
に向けて活動を進めてまいります。
　今夏の第26回参院選、３期目に挑戦する「石橋み
ちひろ」議員とともに、参議院で努力を続けてまいります。
　寒い日が続きますが、先輩の皆様、どうかお身体にはくれぐれもお気
を付けください。次にお会いできる日を心から楽しみにしております。

参議院議員
吉川さおり

　NTT労働組合退職者の会岐阜県支部協議会の皆
さま、新年明けましておめでとうございます。
　今年は、7月に第26回参議院議員選挙が行われ
ます。私にとって三期目をめざす重要な決戦の年で
あり、先輩方のご期待にお応えするためにも、全力
で頑張って必ず結果を出す決意です。
　私が今、最も憂慮しているのは、衆院選の結果、
いわゆる改憲勢力が4分の3もの議席を得てしまっ
たことです。仮に参院選で同様の結果となれば、自
民党が目論む緊急事態条項の創設や9条の改悪ま
でやられてしまう懸念があり、それを防ぐためにも、
何としても参院選での勝利を目指さなければなりません。
　今、政治がやるべきは、新型コロナウイルス感染症によって深刻な
影響を受けてきた労働者や生活者の雇用や暮らしの安全・安心を再建
して、格差や貧困をなくしていくことです。私も、これまで以上に努力し
て参りますので、先輩方の温かいご支援・ご指導、とりわけ今夏の決
戦に向けての応援をいただきますことをお願い申し上げ、年初にあ
たってのご挨拶とさせていただきます。

参議院議員
石橋みちひろ


